
 

 

【課題】 

○目標をもち、計画的に家庭学習に取り組む習慣を 

 つけたい。 

【内容】 

○期間中の学習計画を立てて取り組み、その実績を 

 「がんばりカード」に記入する。 

【実施方法】 

○中学校のテスト期間に合わせ、町内一斉全学年で 

 年２回実施。カードの保護者チェックをお願いし、 

 家庭を巻き込んだ取組になるようにする。 

○目標、計画、時間、内容を意識した取組とする。 

【成果・効果】 

○意識的に計画を立てて取り組もうとする姿が見ら 

 れるようになった。 

○授業の振り返りから自主学習の内容を決める生徒 

 が見られるようになった。 

○家庭内において、きょうだいが目標に向けて協力して取り組む姿が見られた。 

 

 

                                 

   （八頭中学校区） 

「勉強がんばり週間」で計画力をつける 

【ポイント】 

○計画を立てること自体が目標とならないよう、「実行し、 

 振り返り、次へつなげる」ことができるよう支援する。 

 

 計画を立てるというこ

とを、児童生徒、教師、保

護者が共有できるように

なってきています！ 

３－③ 

３ 学習内容や学習習慣の定着に向けた実践 
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【課題】 

○全国学力・学習状況調査において課題となった国語、 

 算数の活用力を伸ばしたい。 

【内容】 

○月３回の８のつく日に、全小学校一斉に活用問題に 

 取り組む。中学校は、単元末テストに活用問題を入 

 れて取り組む。 

【実施方法】 

○活用に関する「やずっ子チャレンジの問題」を担任、 

 教科担当者を中心に作成または選択し、実施する。 

【成果・効果】 

○町内一斉の取組により、教員の意欲が高まった。 

○児童の取組への意欲が高まってきた。 

○活用問題の作成が教材研究となり、資質・能力の育成への理解にもつながった。 

○全国学力・学習状況調査や標準学力検査において、活用問題と基礎問題との差が 

 見られなくなってきた。 

 

 

 

 

                                   

      （八頭中学校区） 

「やずっ子チャレンジの日」で活用力をつける 

【ポイント】 
○授業とのつながりを大切にし、主体的に取り組める問題を 
 つくる。 
○知識や情報を活用できる問題、生活や将来につながる問題 
 を意識する。 

 

３－④ 

 問題の傾向にかたよりはな
いか、児童が手応えを感じら
れたかなどをシートに記入
し、次回につなげています。 


